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ボリュームレンダリング4Dビジュアライゼーション 
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データソース 

連続3Dファイル 

・リアルタイム3D
・3Dタイムラップス

主な機能 
・複数の3D画像読込み 
・R･G･Bカラー画像 
・ボリュームレンダリング 
　の透視度設定 
・任意の視点設定 
・AVIムービ作成 

主な用途 
・血流解析
・多重染色
・インタラクション
・流体解析

リアルタイム3D、3Dタイムラプス画像データから細胞内の 
動きを4次元画像（X,Y,Z,T)で観察できます。 

血流データの4D観察 脳スライスCaイメージング4D観察 Ca(Fluo-4)シグナルの4D観察 
4Dプレイバックシネ画像は当社ホームページでご覧頂けます。 

VoxBlast 視点固定4DAVI 

インタラクティブ4D 
プレイバックAVI VoxBlast4D 

マウス血流のレーザ共焦点像4D ( X, Y, Z, T ) レンダリングムービ（AVI ) 

VoxBlast 4D 

 


